




















































































































































































































2001年 2 月 ユナイテッド・カラーズ・オブ・ベネトン表参道
2001年 8 月 メゾン・エルメス
2001年12月 エスパスタグ・ホイヤー
2002年10月 ルイ・ヴィトン表参道ビル
2003年 5 月 ルイ・ヴィトン高知店
2003年 9 月 プラダブティック青山店
2004年 1 月 ディオール表参道
2004年 3 月 ランバン　ブティック銀座店
2004年 4 月 エルメスブティック丸の内店




2005年 1 月 TOD’S表参道ビル
2005年 1 月 LVMH大阪　
2005年 2 月 CHANEL銀座ビル
2005年12月 FURLA青山本店
2006年 4 月 ヨーガンレール心斎橋
2006年12月 LOUISVUITTONHONGKONGLANDMARK
2006年12月 LOUISVUITTONTAIPEIBUILDING
2007年 3 月 グッチ銀座
2007年 6 月 エルメス御堂筋店
2007年 6 月 ルシアンぺラフィネ東京ミッドタウン店
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表 3　グループインタビュー調査の対象者の属性一覧
ID 住所 年齢 未既婚 3 つ以上の商品所有ブランド 所有商品種別
ルイ・ヴィトンの
店舗への来店頻度
A 埼玉県 36歳 未婚 ルイ・ヴィトン バッグ，財布 半年に 1 回　
B 東京都 37歳 既婚 ルイ・ヴィトン バッグ，財布 月に 1 回くらい
C 東京都 39歳 既婚 ルイ・ヴィトン，プラダ バッグ，ネックレス，ベルト，手帳 月に 2 回以上は行く
D 東京都 42歳 既婚 ルイ・ヴィトン トートバッグ，ポシェット，ハンド バ゙ッグ，カードケース，財布 2 ～ 3 か月に 1 回くらい
E 東京都 43歳 未婚 ルイ・ヴィトン，シャネル バッグ，財布 月に 1 回くらい
F 東京都 44歳 既婚 ルイ・ヴィトン バッグ，財布 月に 2 回以上は行く
出典）筆者作成。
2 ．グループインタビュー調査の概要
　前項で抽出した 6 名の調査対象者に対してグループインタビュー調査を実施した。調査概要は表 4の
通りである。
表 4　グループインタビュー調査の概要
調査時期 2019年 3 月22日（金）
















































　グループインタビューの調査結果を文字起こししたものを分析した。2 ～ 5 のテーマの調査結果につ
いては，KHcoder3AS19）を用いてテキストマイニング 20）を実施した。分析に際しては，グループインタ
ビュー調査の 2 ～ 5 の 4 テーマを，ブランドに関する「2．ブランドものとのかかわりについて」「3．ル
イ・ヴィトンとは」の 2 テーマと，店舗に関する「4．ルイ・ヴィトンの店舗利用について」「5．ルイ・ヴィ
トンの旗艦店に対する意識について」の 2 テーマの 2 つに分けて分析を実施した。4 テーマをブランド
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問ごと，A ～ Fの調査対象者ごとに整理し，MicrosoftExcel forOffice365を用いてデータベース化し
た。分析前にデータクレンジング 21）を行うため抽出語リストを作成し，その結果に基づき強制抽出する
語として，「ルイ・ヴィトン」「ハイブランド」「バーバリー」「キーケース」の 4 語を指定した。強制抽出
語を指定し，再度作成した出現回数 3 以上の抽出語リストが表 5である。
表 5　抽出語リスト（ブランドに関する 2つのテーマについて）
抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
持つ 67 ダミエ 9 私立 5 お金 3 認識 3
買う 60 エルメス 8 時代 5 カバン 3 年 3
ヴィトン 47 シャネル 8 若い 5 キーケース 3 買える 3
思う 44 ハイブランド 8 出す 5 ショルダーバッグ 3 抜ける 3
ブランド 43 興味 7 昔 5 セリーヌ 3 普通 3
人 28 小物 7 大学 5 タイプ 3 柄物 3
好き 25 全然 7 中国人 5 デザイナー 3 歩く 3
今 24 多分 7 長持ち 5 マニアック 3 母 3
自分 22 恥ずかしい 7 変わる 5 ルイ・ヴィトン 3 無地 3
バッグ 21 エピ 6 目 5 影響 3
使う 18 コラボ 6 コーチ 4 革 3
見る 17 トッズ 6 トートバッグ 4 学校 3
イメージ 15 子ども 6 バーバリー 4 感じる 3
感じ 15 出る 6 違う 4 関西 3
財布 15 親 6 偽物 4 見せる 3
行く 13 他 6 高級 4 合わせる 3
柄 13 値段 6 高校 4 時計 3
モノ 12 知る 6 最初 4 商品 3
言う 12 友だち 6 子 4 小さい 3
最近 12 ポーチ 5 自己 4 数 3
多い 12 価格 5 色 4 茶色 3
グッチ 11 気 5 前 4 珍しい 3
フェンディ 11 個 5 代わる 4 店舗 3
プラダ 11 控えめ 5 日本人 4 田舎 3
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表 6　コーディングルール・ファイル（ブランドに関する 2つのテーマについて）
コード 抽出語
商品種別（外） 時計 カバン ショルダーバッグ バッグ トートバッグ
商品種別（中） キーケース 小物 財布 ポーチ
ブランド全般 ブランド コーチ バーバリー トッズ エルメス シャネルグッチ フェンディ プラダ セリーヌ 他
デザイン 柄 モノグラム ダミエ エピ 茶色 色デザイナー コラボ 代わる
高級感 高い 高級 ハイブランド 値段 価格 イメージ感じ 感じる
商品特性 長持ち 合わせる 商品
周囲の影響 親 友達 影響 私立 日本人 子中国人 子ども 田舎 学校 関西
ブランド歴 高校生 高校 大学 時代 いちばん 最初最近 今 前 昔

























































自己評価重視 E B ─
他者評価重視 D A ─






タビューの調査結果を，各テーマの質問ごと，A ～ Fの調査対象者ごとに整理し，MicrosoftExcel for
Office365を用いてデータベース化した。分析前にデータクレンジングを行うため抽出語リストを作成
し，その結果に基づき強制抽出として「ルイ・ヴィトン」の 1 語を指定した。強制抽出語を指定し，再度
作成した出現回数 3 以上の抽出語リストが表 8である。
表 8　抽出語リスト（店舗に関する 2つのテーマについて）
抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
行く 37 シャネル 7 暗い 4 外観 3 飛ぶ 3
見る 36 スタッフ 7 横 4 感じる 3 品数 3
思う 35 違う 7 気分 4 寄る 3 予約 3
松屋 30 近い 7 広い 4 気軽 3
銀座 29 今 7 高級 4 季節 3
買う 27 自分 7 差 4 距離 3
ヴィトン 26 出る 7 持つ 4 強い 3
路面 26 全然 7 新作 4 空間 3
デパート 25 聞く 7 待つ 4 見える 3
並木 22 ドア 6 知る 4 高島屋 3
人 20 好き 6 中国人 4 最近 3
イメージ 16 店舗 6 特別 4 住む 3
感じ 16 外国 5 日本 4 渋谷 3
言う 15 銀座 5 飛行機 4 勝手 3
店員 11 人数 5 歩く 4 新しい 3
ブランド 10 前 5 本店 4 接客 3
新宿 10 装飾 5 エルメス 3 選ぶ 3
お客 9 店 5 サービス 3 全部 3
声 9 明るい 5 ディスプレイ 3 替える 3
西武 9 話 5 ビル 3 大丸 3
商品 8 グッチ 4 フラッグシップ 3 池袋 3
他 8 ショップ 4 家 3 電話 3
多い 8 バッグ 4 会社 3 東京 3
対応 8 プラダ 4 開ける 3 日本人 3
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表 9　コーディングルール・ファイル（店舗に関する 2つのテーマについて）
コード 抽出語
物的空間 入り口 空間 広い 装飾 ディスプレイ 季節
ファサード 外 外観
人的サービス スタッフ 店員 人数 声 対応 ドア 外国サービス 接客 日本人 距離 開ける 待つ
路面店 並木 路面店 フラッグシップ 本店
インショップ デパート 西武 高島屋 大丸 松屋
立地 銀座 新宿 池袋 東京 渋谷 歩く 家会社 住む 近い 寄る
商品 バッグ 新作 商品
来店客 お客 中国人
空間イメージ イメージ 明るい 暗い 強い 気軽 高級 感じ
特別感 特別 違う 他 差 気分 自分 ビル



















































































価基準軸，所有目的軸の 2 軸を明らかにし，調査対象者を評価基準軸，所有目的軸の 2 軸に基づき 6 つ
のタイプに整理した。また，消費者の店舗に対する意識についても同様に店舗形態軸，店舗要素軸の 2


















評価基準軸 他者評価重視 自己評価重視 ─ 他者評価重視 自己評価重視 ─
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